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要約  

・ 心臓血管系に対する COVID19 を含むコロナウイルスの急性およ

び長期的影響に関するレビュー。 

・ コロナウイルス感染は、心臓血管系の合併に関連する。 

・ COVID１９感染においても心筋障害が報告されている。 

・ 臨床コホートによるCOVID-19 患者の心臓血管系の合併は、急性

心臓損傷（7.2％）、ショック（8.7％）、そして不整脈（16.7％）である。 

・ 全身感染による炎症性および凝固促進活性は、感染症治療後も

長期的に持続する。 

・ 重症急性呼吸器症候群 (Severe Acute Respiratory Syndrome: 

SARS) による生存者の脂質代謝異常は、12 年間持続した。 

・ 鳥インフルエンザA （H7N9）による心機能異常は、１年間持続し

た。 

・ COVID１９感染の長期的な影響は、不明確にて、フォローアップが

必要である。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ COVID19 を含むコロナウイルスが心臓血管系に対する急性およ

び長期的影響について示されている。 

・ 心臓血管系患者の感染リスクを軽減させる事が重要である。 

・ COVID 19 感染後は、それが、心臓血管系の機能に影響を生じる

ことを考慮し、理学療法を実施する必要がある。 


